よみち まっしろ 

雪の 夜路 の、 人影 もない 真白な 中 を、 矢来の 奥の 男 

世帯へ 出先から 帰った 目に、 狭い 二階の 六 畳 敷、 机の 

わき おきごたつ 

傍なる 置炬鐽 に、 肩まで 入って 待って いたのが、 する 

りと 起 直った、 逢いに 来た 婦の 一重々々、 燃 立つ よう 

な 力 じゅば A たぐい 

な 長 襦袢ば かりだった 姿 は、 思い 懸けず もまた 類な 

く 美しい ものであった。 

膚を蔽 うに 紅 のみで、 人の 家に 澄まし 振。 長年 連 

添って、 気心 も、 羽織 も、 帯 も 打 解けた ものに だって 

ちょ つ と あるまい。 



みだし きた 

その 標 目の 下へ、 何よりも 先に == 待 人 来る == と 

…… 姓を吉 岡と 云う 俊 吉が書 込んだ 時で あつ た。 

ふすま 

襖 をす うと 開けて、 当家の 女中が、 

「吉 岡さん、 お宅から お 使で ございま すご 

「内から …… 」 

「へい、 女中さん がお 見えなさい ました ご 

「何て つ て？」 

「ちょっと、 お 顔をッ て、 お 玄関に お待ちで ございま 

すご 

「何だろう ご と俊吉 はフト もの を 深く 考えさせられ 

たので ある。 



お 互に 用の 有りそうな 連中 は、 大概 この 座に 居 合わ 

す。 出先へ こうした 急使の 覚え は いささか もない ので、 

としょ：：' こた 

急な 病気、 と 老人 を 持つ 胸に 応えた。 

まわしもの ちょく 

「敵の 間諜 じ やない かご と 座の 右に 居て、 猪口 を 持 

ちながら、 膝の 上で、 箇条 を 拾って いた 当家の 主人が、 

うつむ 

ト 俯向いた ままで 云った。 

「まさか ご 

みまわ あか リ 

と 昀 すと、 ずら リと 車座が 残らず 顔 を 見た 時、 燈 

の 色が 颯と 白く、 雪が 降 込んだ ように 俊吉の 目に 映つ 

た。 



ほうき ほし あかり 

そこから 彗星 のよう な 燈 の 末が、 半ば 開け かけた 

ほのか くつぬぎ たたき 

襖 越、 仄に 玄関の 畳へ さす、 と 見る と、 沓 脱の 三 和 土 

を 間に、 暗い 格子戸に ぴたりと 附着いて、 横向きに 立 つ 

て 〔# 「立って」 は 底本で は 「立って 匕 いたの は、 俊吉の 

としま 

世帯に 年増の 女中で。 

二月ば かリ 給金の 借の あるの が、 同じく 三月 ほど 

とどこお ちょうちん 

滞 つた、 差配で 借りた 屋号の 黒い 提灯 を 袖に 引 着 

けて 待設ける。 が、 この 提灯 を 貸した ほどなら、 夜中 

に 店 立て をく わせ もしまい。 

かまち 

「おい、 …… 何 だ、 何 だ ご と框 まで。 

「あ、 旦那 様 ご 



女中 は、 その 太った 軀を 揉み こなす ように、 も 一 つ 

力 力 

腰 を 屈めながら、 

「それに、 あの、 お出 先へ ぉ迎 いに 行く のなら、 

ごまう ま \, 

御 朋輩の 方に、 御 自分の 事 をお 知らせ 申さない ように 

ないしょ こ とづ 

内証で と、 くれぐれも、 お 託けで ございまし たもので 

す 力ら 」 

「変 だな、 おかしい な、 どこの もの だか 言った かいご 

「ええ、 御 遠方 ご 

「遠い 処 かご 

「深 川から とお つ しゃいました ご 

「ああ、 襟 巻なん か 取らんでも ゆい。 …… お帰り ご 



ゆ かかえぬ し つた や 

連立って 行く先 を、 内証で、 抱 主の 蔦 家の 女房と ひそ 

さ さ や 

ひそと 囁いて、 その 指図に 任 かせた 始末。 

ひろめ くら 

披露の 日 は、 目 も 眩む ように 暑かった と 云った。 

ま 3 

主人が 主人で、 出先に 余り 数 はなし、 母 衣 を 掛けて 

ゴム わ きし 

護謨 輪 を 軋ら せる ほど、 光った 御茶屋に は 得意 もな い 

こ ■ つち：：：.' 

ので、 洋傘 を さして、 抱 主が ついて、 細かく、 せっせ 

と 近所の 待合 小 料理屋 を 刻んで 廻った。 

「かさかさ さして、 えんえんえん、 という 形な の、 泣 

あかん ぼ 

かないば かりです わ。 私もう、 嬰児に 生れ かわった 気 

なさけ 

になつ たんです けれど、 情ない ッ てなかった わ。 

その 洋傘 だって、 お前さん、 新規な 涼し いんじゃな 



いでしょう。 旅で 田舎 を 持ち歩 行いた、 黄色い 汚点 だ 

ら けなん じゃありません か。 

そして どうです、 長襦拌 たら、 まあ、 やっぱり これ 

です もの ご 

おもや 

と 包まし やかに、 薄 藤色の 半襟 を、 面 痩せた、 が、 

おとがい おさ 

色の 白い 顋 で 圧え て 云う。 

その 時、 小雨の 夜の 路地 裏の 待合で、 述懐しつつ、 

恥ら つたの が、 夕顔の 面影なら ず、 膚を 包んだ 紅 で 

あった。 

「 •：：. この 土地 じ や、 これでない とや 可 いんだって、 

主人が 是非と 云います もの、 出の 衣裳 だから 仕方がな 



レ 

ュ J 

それで、 白 足袋で お 練でしょう。 もう 五に もな つて 

ま つ しろ すす 

真白でしょう、 顔 は むらになる …… 奥山 相当で、 煤け 

あんどん つ あいさつ 

た 行燈の 影へ 横向きに 手 を 支いて、 肩で 挨拶 をして 出 

るん なら I いけれ ど、 それ だって 凄い わね。 

まっぴるま やりき 

真昼 間でしょう、 遣 切れた もん じゃあり やしない。 

冷汗 だ わ、 お前さん、 かんかん 炎天に 照附 けられる 

か さ すべ てのひら 

のと 一 所で、 洋傘 を 持った 手が ヒ るんで す もの、 掌 

から、」 

つ ハンケ チ 

と 二の 腕が 衝と 白く、 且つ 白 麻の 手 巾で、 ト肩 をお 

じつ まぶた 

さえて、 熟と 見た 瞼 の 白露。 



りと 出して、 黒い 目 を 光ら かして、 おまけに 腕 まくり 

で、 まるで、 売ます の 口上 言いだ わね。 

察して 下さいな ご 

やる せ ふしめ 

と 遣 瀬 なげに、 眉 をせ めて 俯 目に なった と 思う と、 

き ざ かけだ 

まだ その上に —— 気障じゃありません か、 龃 出しの 女 

形が ハ ィ カラ 娘の 演 るよう に —— と 洋傘 を 持 つた 風采 

あざわら c ンケチ しのぶ 

を 自ら 嘲った、 その 手 巾 を 顔に 当てて、 水 髪 や 葱 の 

しずく げいこ うつむ 

I 卞、 縁に 風 りんの チリ リンと 鳴る 時、 芸妓 島 田 を 俯向 

けに 膝に 突 伏した。 

ふすま ごし とこ 

その 時、 待合の 女房が、 襖 越に、 長火鉢の 処で、 声 

を 掛けた。 



「染 ちゃん、 お出ば なが ご 

俊吉 はこれ を 聞く と、 女の 肩に 掛けて いた 手が 震え 

と し つとめ 

た …… 染 ちゃんと 云う 年紀 ではない。 遊女 あがりの 女 

あなど 

をと 気がさして、 なぜか 不思議に、 女 もと もに、 侮り、 

かろ ひやか ぞ つ 

軽んじ、 冷評され たような 気がして、 悚 然として 五体 

ひきし きま 

を 取って 引緊 めら れ たまで、 極り の 悪い 思い をした の 

であった。 

いわゆる、 その (お出ば な) のた めであった、 女に 

血 を 浴びせる ような 事の 起った の は。 

思えば、 その 女に は 当夜 は 云う まで もな く、 いつも、 

い つまで も 逢うべき ではな か つたので ある。 



の を、 届く だけの 借金で、 とにかく 手附 ぐらいな 処で、 

話 を 着けて 引受けて 稼業 をした。 

ひっかけ しま 

まず 引掛の 昼夜帯が 一 つ 鳴って ズ つた 姿。 わざと 短 

きせる どう こ 

い 煙管で、 真新しい 銅 壷に 並んで、 立 膝で 吹かしな が 

くるわ 

ら、 雪の 素顔で、 廓 を ちらつく 影法師 を 見て 思 出した 

ゝ o 

力 

勘定 を かく、 掛す ずリに 袖で かくして 参らせ 暌、 



二 年ぶり、 打 絶えた 女の 音信 を 受取った。 けれども 

俊吉は 稼業 は 何でも、 主 ある ものに、 あえて 返事 もし 

なかった ので ある。 



参らせ 候。 

そうした 手紙 を、 やがて 俊吉が 受取った の は、 五重 

ほととぎす 

の 塔の 時鳥。 奥山の 青葉 頃。 …… 

雪の 森、 雪の 塀、 俊吉は 辻へ 来た。 

五 

むこうじま 

八月の 末だった、 その 日、 俊吉は 一人、 向島 〔#ル 

ビの 「むこうじま」 は 底本で は 「むかう じ ま 匕 の 百花 園に 

かえる さ みめぐ リ さ つ かか 

行った 帰途、 三囲の あたりから 土手へ 颯と 雲が 懸 つて、 

くるま 

大 川が 白くな つたので、 仲 見 世 前まで 腕 車で 来て、 あ 



しずく 

I 卞 で、 不気味 さに、 まくって いた 袖 をお ろして、 しつ 

かき あわ 

とりと ある 襟を搔 合す。 この 陽気 なれば こそ、 蒸 暑け 

れば 必定 雷鳴が 加わ るので あった。 

とち 

早 や 暮れ かかって、 ちらちらと 点れる、 灯の 数 ほど 

ばらばら 誰彼の 人通り。 

こうもり 

話 声が ふわ ふわと 浮いて、 大屋 根から 出た 蝙蝠の よ 

こだち 

うに 目前に 幾つ もちら つくと、 柳 も 見えて、 樹立 も 見 

えて、 濃く 淡く 墨に なり 行く。 

とおみち 

朝から 内 を 出て、 随分 遠路 を 掛けた 男 は、 不思議に 

はるばる 

遥々 と 旅 をして、 広野の 堂に、 一人 雨宿り をした よう 

な 気がして、 里 懐かし さ、 人恋し さに 堪え やらぬ。 



時々 足 許から、 はっと 鳥の 立つ 女の 影。 ：：•• けたた 

あわれ うらが な とび は か 

ましく、 可哀 に、 心 悲しい、 鳶に とらる ると 聞く 果敢 

ない 蟬の 声に、 俊 吉は肝 を 冷し つ つ、 ※力 〔# 「火 + 發」、 

おもて きつねび 

269-S と 面 を 照らす 狐火の 御神燈 に、 幾た びか 驚いて 

目 を 塞いだ が、 路も 坂に 沈む ばかり。 いよいよ 谷 深く、 

うるし どぶば た いばら さき 

水が 漆 を 流した 溝 端に、 茨の ごとき 格子 前、 消えず 

に 目に 着く 狐火が 一 つ、 ぼんやり として (蔦 屋) と あ 

る。 

「これ だ ご 

そつ かが みまわ ほか 

密と、 下 へ S むように して その 卸 神燈を 昀 すと、 他 



かな つぼ まなこ 

世智 辛く 光る 金壺眼で、 じろ りと 見越して、 

どなた さま 

「今晩は。 誰 方 様で？」 

「お宅に 染 次っての は 居ります か。」 

「はい 居ります で > ざいます がご 

と 立塞がる ように、 しかも、 遁 すまいと する ように 

框 一 杯に はだかる ので ある。 

「ちょっと お呼び 下さいません かご 

ああ、 来なければ 可かった、 奥 も 無 さそうな のに、 

ぬかるみ 

声 を 聞いて 出て 来ない くらいなら、 とがつ くり 泥濘へ 

落ちた 気がする。 

ただいま あなた 

「唯今お 湯へ 参って ますが ね、 …… まあ、 貴方 ご と金 



壺眼 はいよ いよ 光った。 

「それじゃ また 来ましょう ご 

「まあ、 貴方 ご 

あ や. こだ 

風体 を 見定めた か、 慌 しく 土間へ 片足 を 下ろして、 

「直きに 帰ります から、 まあ、 お 上ん なさい まし ご 

「いや、 途中で 困った から 傘 を 借りたい と 思つ たんで 

すが、 もう 雨 も 上りました よご 

じょうだん 

「あら、 貴方、 串戯 じゃあり ません。 私が 染 ちゃんに 

叱られます わ、 お帰し 申す もんです かよ ご 



うがない ご 

「ああ、 早く 行きましょう ご 

と 目を蔽 うていた 袖口 を はらり と 落す と、 瓦斯の 

とお あかり かえ 

遠 灯 に ちらりと 飜る。 

わか きま 

r 少づ くりで 極り が 悪い わね ご 

と 棲 を 捌いて 取 直して、 

きま リ つっぱ 

「極が 悪い と 云えば、 私 は 今、 毛筋 立 を 突 張らして、 

薄化粧 は 可い けれども、 のぼせて 湯から 帰って来 ると、 

染 ちゃんお 客 様が 、 ッて 女房さん が 言 つたでしょう。 

なじみ ひやかし 

内へ 来る ような 馴染 はなし、 どこの 素 見だろう と 

てぬぐい 

思って、 おやそう か 何 か 気の 無い 返事 をして、 手拭 を 



だ いどころ ぐち 

掛けながら 台所 口から、 ひょいと 見る と、 まあ、 お前 

まっか さま：；：' 

さんなん だもの。 真 赤に なった わ。 極が 悪く つて ご 

「なぜ だいご 

「悟られ やしない かと 思って さ ご 

「何 をヮ 」 

「だって、 何をッ て、 お前さん、 どこか、 お 茶屋 か、 

だしぬけ 

待合から かけて くれれば 可い じゃありません か、 唐突 

に 内へ なん ぞ来 るんだ もの ご 

「三年 越 だよ、 手紙 一本が 当なん だ。 大事な 落し もの 

を 捜す ような 気がする からね、 どこかに あるに は 違い 

ない が、 居る か 居ない か、 逢える かどう か 分り やしな 



い。 おまけに 一 向 土地 不案内で、 東西 分らず だもの。 

ぜん 

茶屋の 広間に たった 一 つ 膳 を 控えて、 待って いて、 そ 

んな妓 は 居りません。 …… 居ます が 遠出 だなん ぞと来 

ゆずう よし 

てみ たが 可い。 御存じの 融通が 利かな いんだから、 可、 

ついでにお 姚 子のお かわりが、 と 知らない 女 を 呼ぶ わ 

けに や 行かず さ、 瀬ぶ み をす るつ もりで、 行つ たんだ。 

かどぐち ひっかえ 

もっともね、 居る と 分ったら、 門口から 引返 〔# ルビ 

の 「ひっかえ」 は 底本で は 「ひっかへ 匕 して、 どこかで 呼 

かか あ おっかけ 

ぶんだ つけ。 媽々 が 追 掛るじ やない か。 仕方なし 奥へ 

ひとま 

入つ たんだ。 一間し か あり やしない。 すぐの 長火鉢の 

前に 媽々 は 控えた、 顔の 遣 場 もな しに、 しょび たれて 



「似て さ、 お前さん にご 

「大きにお 世話 だ、 学者に 帯 を X めさせる 奴が ある も 

んか、 おい、 …… まだ 一人 じ や 結べない かいご 

「人、 …… 芸者の 方が、 ああす るんだ わご 

「勝手に しゃがれ ご 

「あれ ご 

「ち つ とや けら あねえ ご 

「溝へ 落つ こちる わね え ご 

「え へん！」 

もと かす 

と 怒鳴って 擦 違いに 人が 通った。 早 や、 旧来た 瓦斯 

ま おかむ 

に頰 冠り した 薄 青い 肩の 処が。 



「どこ だ ご 

「1 直の 塀の 処だ わご 

直き その 近所であった。 

「座敷 はこれ だけ かね ご 

と 俊吉は 小さな 声で。 

「もう、 一 間あります よご 

あか リ あかる 

と染 次が 云う。 …… 通された 八 畳 は、 燈も 明し、 

ぱっとして 畳 も 青い。 床に は 花も活 つて。 山家 を 出た 

ような 俊吉の 目に は、 博覧会 の 茶 座敷 を 見る がごと く 

ふすま ひとえ あがりかまち 

感じられた。 が、 入る 時 見た、 襖 一重が 直ぐ 上 框兼 

まげ い しゃばき 

帯の 茶の 室で、 そこに、 鬅に 結った 娑婆気な のが、 と 



や け ゆす 

と 自棄に、 おくれ 毛 を 揺った が、 …… 心配 はさせ な 

やさし ほほえみ 

い、 と 云う 姉の ような 呑 込んだ 優い 微笑。 

九 

「失礼な、 どうも 奥様 をお 呼 立て 申しまして 済み ませ 

ん。 でも、 お 差 向いの 処へ、 他人が 出まして はかえ つ 

てお 妨げ、 と 存じまして、 ねえ、 旦那 ご 

と 襖 越に 待合の 女房が 云った。 

うしろで 

ぴたりと 後手に その後 を 閉めた あと を、 もの 言わぬ 

t§ 答に ちょっと 振 返って 見て、 そのまま 片手に 茶道 



しかも 披露目の 日の 冷汗 を 恥じて、 俊吉の 膝に 俯伏し 

た処 を、 (出ば な。) と 呼ばれて 立った ので ある。 …… 

ぉ染 はもとの 座へ そうして 近々 と 来て 盆 ごと 出しな 

がら、 も 一度 襖 越しに 見返った。 名 ある 女 を、 こうは 

いかに、 あしらうまい、 —— 奥様と 云った な —— 膝に 

すが すきみ うらみ さ と 

鎚 つた 透 見 をした か、 恥と 怨を 籠め た 瞳 は、 遊里の 

はたち はリ こも じつ 

二十の 張が 籠って、 熟と 襖に 注がれた。 

ト 見つつ 夢の ようにう つかりして、 なみなみと 茶 を 

くんだ 朝顔 形の 茶碗に 俊 吉が手 を 掛ける、 とコ トリと 

響いた のが 胸に 通って、 女 は 盆 ごと 男が 受取った と 

思ったら しい。 ドンと 落ちる と、 盆 は、 ハツと 持直 そ 



さ つかい かもい 

ここに 魅した 魔の 使が、 鴨居 を 抜けて 出る ように 見 

えた。 

たま うず 

女の 袖つ けから 膝へ 湛 つて、 落葉が 埋ん だよう な 茶 

殻 を 掬って、 仰向けた 盆の 上へ、 俊吉 がその 手の I 卞を 

切った 時。 

よ 

「可 ござんす よ、 可 ござんす よ、 そうして お置きな さ 

いまし、 今 私 が、」 

ヘリ ハンケ チ おさ 

と 言いながら 白に 浅黄 を 縁と リの手 巾で、 脇 を 圧え 

ると、 脇。 膝 をず ぶず ぶと 圧え ると、 膝 を、 濡れた の 

とお しま にじ 

が 襦袢 を 透して、 明 石の 縞に 浸んで は、 手 巾に ひた ひ 

たと 桃色の I 卞を 染めた。 —— 
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くるま 

に 自分で 俥 を 雇つ て 乗せた。 

かじぼう おさ どろよけ 

楫棒を 圧えぬ ばかり、 泥 除に 

ほ ろ のぞ 

に 母 衣 を視く 顔の 色白々 と、 



「分った よご 

「可 ござんす かご 

うるさ 

「煩い ご と 心に もな く、 車夫の 手前、 宵から 心遣い 

に 疲れ果てて、 ぐったりして、 夏の 雨 も 寒い までに 

からだ かんしゃく 

身体 も ぞくぞく する 癇癩 まぎれに 云った の を、 気に 

も 掛けず、 ほ つ と 安心した ように 立直った と 思う と、 

「 車，， 夫 さん、 はい —— ：•：. あの 車賃 は 払いました よご 

「有る よご 

「威張って さ、 それから 少しです が 御 祝儀。 気をつけ 

て 上げて 下さいよ、 よくね え、 気をつけて、 可 ござん 

す 力 」 



「大丈夫で ございま すよ、 姉さん ご と楫 〔# ルビの 「か 

じ」 は 底本で は 「かぢ 匕 を 取った 片手に 祝儀 を 頂きな が 

ら。 

「でも 遠 いんです もの、 道 は 悪し、 それに 暗いで しょ 

うご 

うけあい 

「承 合ました よご 

「それじゃ、 お 近いう ちご 

ひっき つ 

影 を 引 切る ように 衝と 過ぎる 車のう しろ を、 トンと 

敲 いたと 思う と 夜の 潮に 引 残されて 染次は 残って しょ 

んぼ りと 立 つ。 

車が 路を 離れた 時、 母 衣の 中と て 人目 も 恥じず、 俊 



の 上 は、 くくみ 洗い をして、 人肌に て 暖め 乾かし 候よ 

リ せむ 方な しとて、 毎日 少しずつ ふくみ 洗いいた し 候 

て は、 おかみ さんと 私と にて 毎夜 添 臥※ 〔# 「参 候」 の 

むしろ 

くずし 字、 284-ニ。 夜ごとに かわる 何とかより 針の 筵 

に 候え ども、 お前 さまに お 目もう じの なごりと 思い 候 

えば、 それさえ うつ つ 心に 嬉しく 懐し く 存じ※ 〔# 「参 

候」 のく ずし 字、 284-3U …… 

ふくみ 洗いで 毎晩 抱く、 あの 明 石の しみ を。 行かれ 

る もの か、 素手で、 どうして。 

すみ 

秋の 半ばに、 住 かえた、 と 云って、 ただ それだけ、 

上 州 伊香保から 音 1E5 が あ つ た。 



やがてく わしく、 と 云う のが、 そのまま になった I 

I 今夜な ので ある。 

はかど ふみ くるま 

俊 吉は渉 取らぬ 雪 を 踏し め 踏し め、 俥 を 見送られ 

つむり 

た 時 を 思 出す と、 傘 も 忘れて、 降る 雪に、 頭 を 打た せ 

うつむ 

て 俯向きながら、 義理と 不義理と、 人目と 世間と、 言 

訳な さと 可 懐し さ、 とそ こに、 見える 女の 姿に、 心 は 

やみ ぼう まつげ しずく 

暗の 目は懵 として 白い 雪、 睫毛に 解ける か I 卞が 落ちた。 

十 一 

「 …… そういつ たわけ だもの、 ね、 …… そんなに 怨む 



こぼ こぼ 下駄の あとの 印いた のが 見えた つけ。 風 は 出 

たし …… 歩行き 悩んだろう。 先へ 出た 女中が まだ そこ 

ひとあし 

を、 うしろの 人足 も 聞きつ けないで、 ふらふらして 

ある ぉッっ つかい 

歩行いて いるんだ。 追 着いて ね、 使が この 使 だ、 手 を 

ひ や 

曳 くように して 力 をつ けて、 とぼとぼ 遣りながら 炬燧 

の 事 も 聞いた よ。 

しんせつ ついで だ、 酒屋へ 寄って くれ、 と 云う と、 

二つ返事で 快く 引受けた から、 図に 乗っても う 一 つ 

きつね そば あつら 

狐 薷麦を 〔# 「狐蔷 麦」 は 底本で は 「孤 蔷麦匕 跳え た ご 

「上 州のお 客に はちょう ど 可い わね ご 

せん めんるい 

「嫌味 を 云うな よ。 …… でも、 お前 は 先から 麵類を 



で 呑んだ。 

「まあ、 ぉ染ご 

「だって、 ここが 苦し いんです もの、」 

さす 

と 白い 指で、 わな わなと 胸 を 擦った。 

「ああ、 f 曰かった。 さあ、 お 酌。 いいえ、 毒な もの は 

上げ はしません、 ちょっと、 ただ 口をつけて 頂戴。 花 

にで も ご 

しずく 

「ままよ ご …… 構わず 呑もうと すると I 卞も 無かった。 

花 を 唇に つけた 時で ある。 

「お 酒が 来たら、 何にも 思わないで、 嬉しく 飲みたい。 

ひど なさけ 

…… 私、 ほんと に 伊香保で は、 酷い、 晴 ない 目に 逢つ 



かけよ 

…龃 寄って、 はっと 肩 を 抱いた。 

「お祖母さん、 どうして 今頃 御 経を誦 むの ご 

しょうよう 

慌てた 孫に、 従容と して 見向いて、 珠数を 片手に、 

「あのう、 今し がた 私が 夢に の、 美しい 女の人が ござつ 

ての、 回向 を 頼む と 言わし つた 故にの、 …… 悉 しい 事 

なむみ よ うほう れんげき よ う こうく ようしゃ リ 

は 明日 話そう。 南無妙法蓮華経。 …… 広 供養 舎利 

げんかいえ れんぼ にしよう かつごう しん しゅじよ うき しんぷく しち じき いに ゆ うな ん 

咸皆懐 恋慕 而生渴 仰 心 衆生 既 信伏 質 直 意 柔輭。 

…：- J 

新聞の 電報と、 続いて 掲げられた 上 州の 記事 は、 こ 

こに は 言うまい。 俊吉 は年紀 二十 七。 

いかほ 野 やい かほの 沼の いかにして 



恋しき 人 をい ま 一 見 見む 

大正 三 (一九 一四) 年 一月 
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